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は
じ
め
に

大
阪
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
南
組
惣
年
寄
安
井
家
文
書
」（
大
坂
関
係
の

史
料
は
、
大
阪
市
史
史
料
第
二
十
輯
『
安
井
家
文
書
』
大
阪
市
史
編
纂
所

一
九
八
七

年
、
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。）は
、
道
頓
堀
の
開
発
に
携
わ
り
、
大
坂
三
郷
南
組
惣
年
寄

を
つ
と
め
た
安
井
家
に
残
さ
れ
た
史
料
群
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
道
頓
堀
裁
判
」
で
安

井
家
か
ら
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
た
史
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
一
七
世
紀
の

大
坂
の
都
市
社
会
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
史
料
群
の
一
つ

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
「
安
井
家
文
書
」
と
伝
来
を
同
じ
く
す

る
と
考
え
ら
れ
る
史
料
群
（
遠
藤
亮
平
氏
・
安
井
洋
一
氏
所
蔵
、
現
在
は
大
阪
歴
史
博

物
館
に
寄
託
）
が
発
見
さ
れ
た
。

す
で
に
、
そ
の
内
容
の
一
端
は
、
大
阪
歴
史
博
物
館
特
集
展
示
「
新
発
見
史
料
か
ら

み
る
江
戸
時
代
の
道
頓
堀
」（
二
〇
一
三
年
一
一
月
六
日
～
一
二
月
一
六
日
、
担
当
学
芸

員

西
本
菜
穂
子
・
八
木
滋
）
や
八
木
滋
「
新
し
く
発
見
さ
れ
た
道
頓
堀
関
係
史
料
に

つ
い
て
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
四
五
号

大
阪
歴
史
学
会

二
〇
一
四
年
八
月
）
で
紹

介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
史
料
群
を
使
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
八
木
滋
「
近

世
前
期
道
頓
堀
の
開
発
過
程
―
新
出
文
書
の
検
討
か
ら
―
」『
大
阪
歴
史
博
物
館
研
究

紀
要
』
一
二

二
〇
一
四
年
二
月
）、
同
「
一
七
世
紀
大
坂
道
頓
堀
の
開
発
と
芝
居
地
」

（
塚
田
孝
・
佐
賀
朝
・
八
木
滋
編
『
近
世
身
分
社
会
の
比
較
史
』
清
文
堂
出
版

二
〇
一

四
年
三
月
）、
木
上
由
梨
佳「
近
世
大
坂
芝
居
地
の
社
会
構
造
―
道
頓
堀
開
発
と
芸
能
興

行
の
展
開
―
」（『
都
市
文
化
研
究
』
一
六

大
阪
市
立
大
学
都
市
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
四
年
三
月
）
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
展
示
・
論
文
と
い
う
性
格
上
の
問
題
や
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
史
料
群
の

目
録
等
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
内
心
忸
怩
た
る
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
、
こ
の
新
し
く
発
見
さ
れ
た
史
料
群
に
つ
い
て
、
史
料
目
録
を
提
示
す
る
こ
と

を
主
眼
と
し
、
前
掲
八
木
「
新
し
く
発
見
さ
れ
た
道
頓
堀
関
係
史
料
に
つ
い
て
」
と
重

複
す
る
部
分
は
多
い
が
、
改
め
て
史
料
発
見
の
経
緯
と
そ
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
便
宜
的
に
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
安
井
家
文
書
」
は
「
安

井
家
文
書
」、
今
回
発
見
さ
れ
た
遠
藤
亮
平
・
安
井
洋
一
氏
所
蔵
文
書
は
「
新
発
見
史

料
」
と
表
記
す
る
。
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発
見
の
経
緯

二
〇
一
一
年
一
二
月
初
め
に
、
静
岡
県
袋
井
市
在
住
の
遠
藤
亮
平
氏
か
ら
、
人
を
介

し
て
「
安
井
道
頓
」
に
関
す
る
古
文
書
が
家
に
あ
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
静
岡
県
に

安
井
道
頓
の
関
係
史
料
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
い
ぶ
か
し
く
思
っ
た

が
、
早
速
遠
藤
氏
に
連
絡
を
取
っ
た
。
遠
藤
氏
に
よ
る
と
、
知
人
の
専
門
家
が
文
書
リ

ス
ト
を
作
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
。
リ
ス
ト
を
一
瞥
し

て
驚
愕
し
た
。
一
七
世
紀
の
道
頓
堀
各
町
の
水
帳
や
絵
図
な
ど
が
ず
ら
り
と
リ
ス
ト
に

並
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
早
速
、
遠
藤
氏
に
そ
の
古
文
書
を
直
接
拝
見
し
た
い
と
お

願
い
し
た
。

二
〇
一
二
年
一
月
八
日
に
、
大
阪
市
立
大
学
教
授
の
塚
田
孝
氏
と
と
も
に
、
遠
藤
氏

の
お
宅
に
お
邪
魔
し
た
。
現
物
の
古
文
書
は
、
蜜
柑
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
封
筒
に
入
れ
て

整
理
さ
れ
て
お
り
、
リ
ス
ト
通
り
の
近
世
大
坂
に
関
す
る
史
料
群
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

古
文
書
は
、
そ
の
後
同
年
三
月
末
に
大
阪
歴
史
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
。

史
料
の
内
容

史
料
群
は
全
部
で
二
四
二
件
で
あ
る
。
二
四
二
件
の
目
録
を
【
表
】
と
し
て
、
本
文

末
尾
に
掲
げ
て
お
い
た
。
以
下
、
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
【
表
】
の
文
書
番
号
で
あ
る
。

史
料
群
の
大
半
は
大
坂
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
囲
碁
の
安
井
家
（
後
述
）
に
関
す
る
も

の
が
数
点
（
確
実
に
囲
碁
関
係
の
も
の
は
、
１
３
９
・
１
４
３
・
１
４
５
・
１
５
４
・

１
５
６
・
１
５
７
）
含
ま
れ
て
い
る
。

年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
史
料
の
う
ち
、
最
古
の
も
の
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
九

月
二
八
日
付
の
「
え
び
す
嶋
町
屋
敷
遣
候
事
」（
１
４
２
）
で
あ
る
。
囲
碁
安
井
家
の
関

係
の
史
料
は
明
治
一
九
～
三
五
年
頃
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
除
く
と
一
番
新
し
い
も

の
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
二
八
日
付
の
「
乍
恐
口
上
」（
１
０
４
）
と
「（
漢

詩
）」（
１
４
０
）
で
あ
る
。
大
坂
関
係
の
史
料
の
多
く
は
、
安
井
九
兵
衛
が
作
成
し
た

も
の
か
、
宛
名
に
な
っ
て
い
る
。

年
代
が
記
さ
れ
て
い
る
史
料
の
う
ち
、
一
七
世
紀
の
も
の
が
一
一
三
点
あ
る
。
推
定

も
含
め
る
と
さ
ら
に
多
く
な
り
、
全
体
の
約
半
数
が
一
七
世
紀
の
大
坂
関
係
史
料
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
で
も
、
元
和
七
・
九
年
（
一
六
二
一
・
三
）
お
よ

び
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）・
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）・
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の

道
頓
堀
各
町
の
水
帳
・
土
地
台
帳
（
絵
図
も
含
む
）
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
特

筆
さ
れ
る
。「
安
井
家
文
書
」の
中
の
水
帳
関
係
の
史
料
は
、
明
暦
元
年
の
裏
町
水
帳
写

と
延
宝
七
年
一
二
月
の
吉
左
衛
門
町
水
帳
絵
図
の
二
点
の
み
で
あ
る
の
と
は
対
照
的
で

あ
る
。

関
連
の
絵
図
類
も
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
明
暦
元
年
の「
道
頓
堀
川
大
絵
図
」（
６
０
）

が
注
目
さ
れ
る
。「
安
井
家
文
書
」
の
な
か
の
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
一
一
月
一
五

日
の
安
井
九
兵
衛
の
由
緒
書
付
覚
（
前
掲
『
安
井
家
文
書
』）
で
は
、
開
発
の
由
緒
を
持

つ
道
頓
堀
川
沿
い
の
組
合
八
町
に
つ
い
て
、
明
暦
元
年
の
水
帳
作
成
の
際
に
「
道
頓
堀

大
絵
図
茂
壱
枚
ニ
仕
差
上
ケ
申
候
」
と
記
し
て
い
る
。
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
道

頓
川
大
絵
図
」
は
、
こ
の
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
絵
図
の
写
（
控
）
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
他
、
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
史
料
紹
介
や
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

史
料
の
伝
来

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
新
発
見
史
料
」は
、
大
坂
三
郷

南
組
惣
年
寄
安
井
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、「
安
井
家
文
書
」と
も
と
は
同
一
の
史
料
群

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
な
お
、
内
容
の
偏
り
や
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、「
安
井
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家
文
書
」
と
「
新
発
見
史
料
」
と
の
間
に
は
内
容
的
な
明
確
な
区
分
は
な
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
同
種
の
史
料
が
双
方
に
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
、
史
料
群
が
分
か
れ
た

際
に
、
何
が
し
か
の
意
図
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
分
類
分
け
と
い
っ
た
よ
う
な

こ
と
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「
新
発
見
史
料
」
は
、
遠
藤
亮
平
氏
の
ご
母
堂
で
あ
る
園
子
さ
ん
（
故
人
）
が
大
切
に

保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
子
息
の
亮
平
氏
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
園
子

さ
ん
は
、
囲
碁
の
四
稘
家
の
一
つ
安
井
家
十
一
世
安
井
昌
三
氏
の
次
女
で
あ
る
。
一
月

の
遠
藤
氏
宅
訪
問
の
際
に
は
、
亮
平
氏
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
安
井
洋
一
氏
（
安
井
家
十

三
世
、
園
子
さ
ん
の
弟
の
十
二
世
安
井
三
郎
氏
の
子
息
）
も
同
席
さ
れ
た
。
こ
の
囲
碁

の
家
元
で
あ
る
安
井
家
の
初
世
安
井
算
哲
（
一
五
九
〇
―
一
六
五
二
）
は
、
道
頓
堀
川

開
削
者
の
一
人
で
、
南
組
惣
年
寄
を
つ
と
め
た
安
井
九
兵
衛
（
道
卜
）
の
甥
に
あ
た
る
。

す
な
わ
ち
、
大
阪
の
安
井
家
と
遠
縁
に
当
た
る
が
、
は
る
か
四
百
年
前
に
家
は
分
か
れ

て
い
る
。
初
め
は
京
都
に
本
拠
を
構
え
て
い
た
が
、
の
ち
に
江
戸
（
東
京
）
に
移
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
今
回
発
見
さ
れ
た
古
文
書
が
囲
碁
の
安
井
家
に
代
々
伝
来
し
た
も
の
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
亮
平
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
古
文
書
を
な
ぜ
園
子
さ
ん
が
所
持
し
て

い
た
の
か
は
聞
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

前
述
の
よ
う
に
、「
新
発
見
史
料
」に
は
、
少
な
く
と
も
明
治
三
〇
年
代
後
半
ま
で
は

大
阪
の
安
井
家
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
、
な
ぜ
囲
碁
（
東
京
）
の
安

井
家
の
手
に
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
手
渡
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。『
大

阪
市
史
』
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
史
料
の
大
半
が
「
新
発
見
史
料
」
に
含
ま
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、『
大
阪
市
史
』編
纂
過
程
で
何
ら
か
の
事
情
が
生
じ
て
、
東
京
の
安
井
家
に
渡

さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
現
段
階
で
は
推
測
の
域

を
出
な
い
。

ま
た
、
１
５
１
は
明
治
期
に
大
阪
の
安
井
家
に
伝
来
し
た
文
書
が
分
類
・
整
理
さ
れ

た
と
き
の
「
仮
目
録
」
と
考
え
ら
れ
、
文
書
が
ま
と
め
て
入
っ
て
い
た
袋
な
ど
に
そ
の

整
理
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
安
井
家
に
伝
来
し
た
古
文
書
は
、
明
治
期

に
一
定
の
整
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
整
理
の
過
程
も
含
め
て
、

二
つ
（
も
し
く
は
そ
れ
以
上
）
に
分
か
れ
た
伝
来
過
程
を
丁
寧
に
解
明
し
て
い
く
こ
と

は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、「
新
発
見
史
料
」は
、
一
七
世
紀
の
大
坂
の
都
市
社
会
を
知
る
う
え

で
た
い
へ
ん
重
要
な
史
料
群
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
正
直
な

と
こ
ろ
、「
安
井
家
文
書
」と
伝
来
を
同
じ
く
す
る
史
料
が
こ
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
た
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
で
た
い
へ
ん
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
道
頓
堀
の
開
発
過
程
を
中

心
に
基
礎
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

が
加
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
前
期
・
中
期
の
大
坂
の
都
市
史
研
究
全
体
に
資
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

末
尾
な
が
ら
、
同
史
料
群
の
調
査
・
研
究
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
所
蔵
者
の

遠
藤
亮
平
氏
・
安
井
洋
一
氏
な
ら
び
に
適
切
な
整
理
と
保
存
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
関
係

諸
氏
に
改
め
て
深
甚
の
謝
意
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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N
o.

表
題

年
代

差
出
人

宛
名

形
態

個
数

備
考

1
道
頓
堀
宗
右
衛
門
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
大
和
屋
治
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

2
道
頓
堀
久
左
衛
門
町
水
帳
之
写

延
宝
7年
12月

7日
年
寄
河
内
屋
八
右
衛
門（
印
）ほ
か
2人

牧
野
平
左
衛
門
他
3人

竪
1

水
帳
絵
図
あ
り
、平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
印

3
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
難
波
屋
善
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

4
道
頓
堀
御
前
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
松
本
市
郎
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

5
道
頓
堀
湊
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
平
野
屋
三
右
衛
門（
印
）ほ
か
1人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

6
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
竹
田
外
記（
印
）ほ
か
1人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

7
道
頓
堀
立
慶
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
竹
田
近
江（
印
）ほ
か
2人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

8
道
頓
堀
布
袋
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
木
屋
清
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

9
道
頓
堀
布
袋
町
水
帳
之
写

延
宝
7年
9月
11日

年
寄
木
屋
清
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

牧
野
平
左
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
印

10
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
水
帳
之
写

延
宝
7年
12月

7日
年
寄
堺
屋
吉
左
衛
門（
印
）ほ
か
1人

牧
野
平
左
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
印

11
道
頓
堀
久
左
衛
門
町
水
帳

元
禄
7年
10月

年
寄
播
磨
屋
久
左
衛
門（
印
）ほ
か
2人

伴
藤
右
衛
門
他
3人

竪
1

平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

12
道
頓
堀
宗
右
衛
門
町
水
帳
之
写

延
宝
7年
9月
11日

年
寄
山
口
屋
宗
右
衛
門（
印
）ほ
か
2人

牧
野
平
左
衛
門
他
3人

竪
1

水
帳
絵
図
あ
り
、平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
印

13
道
頓
堀
裏
御
前
町
水
帳
之
写

延
宝
7年
9月
13日

年
寄
松
本
市
郎
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

牧
野
平
左
衛
門
他
3人

竪
1

水
帳
絵
図
あ
り
、平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
印

14
道
頓
堀
立
慶
町
水
帳
之
写

延
宝
7年
12月

7日
年
寄
銭
屋
市
左
衛
門（
印
）ほ
か
2人

牧
野
平
左
衛
門
他
3人

竪
1

水
帳
絵
図
あ
り
、平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
印

15
摂
州
西
成
郡
大
坂
道
頓
堀
堀
川
側
安
井
九
兵
衛
・
平
野
二
郎
兵
衛

請
所
検
地
帳

延
宝
5年
11月

9日
青
山
大
膳
亮
内
検
地
惣
奉
行
山
口
二
郎
右
衛
門
ほ
か
8人

竪
1

案
内
安
井
九
兵
衛
・
平
野
次
郎
兵
衛

16
摂
州
西
成
郡
大
坂
道
頓
堀
堀
川
側
安
井
九
兵
衛
・
平
野
二
郎
兵
衛

請
所
検
地
帳

延
宝
5年
11月

9日
青
山
大
膳
亮
内
検
地
惣
奉
行
山
口
二
郎
右
衛
門（
印
）ほ
か
8人

竪
1

案
内
安
井
九
兵
衛
・
平
野
次
郎
兵
衛
連
印

17
道
頓
堀
川
屋
敷

元
和
7年
9月
晦
日

井
上
藤
右
衛
門
ほ
か
3人

竪
1

袋（「
道
頓
堀
公
儀
明
屋
敷
御
検
地
帳
」）入
り

18
道
頓
堀
立
慶
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
立
慶（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、水
帳
絵
図
あ
り
、平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
連
印

19
道
頓
堀
や
し
き
間
数
之
帳

元
和
9年

竪
1

17に
同
封

20
道
頓
堀
木
津
組
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

月
行
事
平
太
三
左
衛
門（
印
）ほ
か
1人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
連
印

21
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
九
郎
右
衛
門（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、水
帳
絵
図
あ
り
、平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
連
印

22
道
頓
堀
裏
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
山
ノ
口
屋
宗
右
衛
門（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
連
印

23
道
頓
堀
宗
右
衛
門
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
山
口
宗
右
衛
門（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
連
印

24
道
頓
堀
久
左
衛
門
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
播
磨
屋
久
左
衛
門（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
連
印

25
道
頓
堀
新
戎
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
安
井
九
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、水
帳
絵
図
あ
り

  -①
（
う
な
き
谷
町
筋
絵
図
）

絵
図

1
25に

挟
み
込
み

26
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
堺
屋
吉
左
衛
門（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、水
帳
絵
図
あ
り
、平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
連
印

27
道
頓
堀
樋
屋
敷
水
帳
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
安
井
九
兵
衛（
印
）

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、水
帳
絵
図
あ
り

28
道
頓
堀
大
和
町
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
安
井
九
兵
衛（
印
）ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、水
帳
絵
図
あ
り
、

29
大
法
寺
裏
屋
敷
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

年
寄
安
井
九
兵
衛（
印
）

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封
、水
帳
絵
図
あ
り

  -①
永
代
売
渡
申
屋
敷
之
事

万
治
3年
8月
5日

売
主
安
井
九
兵
衛

野
里
屋
四
郎
左
衛
門

状
1

29に
挟
み
込
み

  -②
永
代
遣
候
家
之
事

明
暦
4年
8月
2日

安
井
九
兵
衛

竹
屋
長
右
衛
門

状
1

29に
挟
み
込
み

30
道
頓
堀
川
明
屋
敷
鈴
木
三
郎
九
郎
殿
ヘ
渡
申
帳

寛
永
8年
4月
14日

竪
1

17に
同
封

31
何
之
町
三
丁
目
水
帳
之
写

明
暦
元
年
5月
28日

本
町
壱
丁
目
年
寄
何
屋
何
右
衛
門
ほ
か
2人

加
部
金
右
衛
門
他
3人

竪
1

17に
同
封

32
乍
憚
口
上（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
6年
）未
4月
晦
日

未
年
番
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
33

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
6年
）未
2月
晦
日

未
年
番
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
34

口
上（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
6年
）未
6月
晦
日

未
年
番
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
35

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
6年
）未
9月
晦
日

未
年
番
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
36

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
5年
）午
5月
晦
日

午
年
番
道
頓
堀
御
前
町
年
寄
森
田
屋
新
助（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
37

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
6年
）未
10月

晦
日

未
年
番
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
38

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
5年
）午
5月
晦
日

午
年
番
道
頓
堀
御
前
町
年
寄
森
田
屋
新
助（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
39

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
5年
）午
正
月
29日

午
年
番
道
頓
堀
御
前
町
年
寄
森
田
屋
新
助（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
40

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
5年
）午
11月

晦
日

午
年
番
道
頓
堀
御
前
町
年
寄
森
田
屋
新
助（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

41
覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
5年
）午
9月
晦
日

午
年
番
道
頓
堀
御
前
町
年
寄
森
田
屋
新
助（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
42

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
5年
）午
10月

晦
日

午
年
番
道
頓
堀
御
前
町
年
寄
森
田
屋
新
助（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

【
表
】
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表
題

年
代

差
出
人

宛
名

形
態

個
数

備
考

43
覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
4年
）巳
4月
晦
日

巳
年
番
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
年
寄
大
和
屋
兵
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
44

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
4年
）巳
9月
晦
日

巳
年
番
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
年
寄
大
和
屋
兵
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
45

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
4年
）巳
8月
晦
日

巳
年
番
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
年
寄
大
和
屋
兵
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
46

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
6年
）未
3月
晦
日

未
年
番
道
頓
堀
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

47
覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
4年
）巳
11月

晦
日

午
年
番
道
頓
堀
御
前
町
年
寄
森
田
屋
新
助（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
48

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
7年
）申
正
月
29日

申
年
番
道
頓
堀
宗
右
衛
門
町
年
寄
丹
波
屋
幾
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
49

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
7年
）申
4月
晦
日

申
年
番
道
頓
堀
宗
右
衛
門
町
年
寄
丹
波
屋
幾
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
50

道
頓
堀
芝
居
名
代
并
座
本
惣
元
帳

享
保
20年

安
井
九
兵
衛

竪
1

51
摂
州
西
成
郡
安
井
九
兵
衛
・
大
和
屋
吉
次
郎
請
所
明
細
帳

天
明
8年
8月

安
井
九
兵
衛
・
大
和
屋
吉
次
郎
請
所
支
配
人
伊
右
衛
門
印

竪
1

52
乍
恐
以
書
付
申
上
候
口
上
覚

巳
9月

安
井
九
兵
衛
請
所
支
配
人
六
兵
衛

大
原
吉
左
衛
門
役
所

絵
図

1
53

書
状（
年
頭
祝
儀
の
礼
）

正
月
19日

（
前
田
）利
常（
印
）

安
井
道
卜

状
1

54
（
御
所
周
辺
絵
図
）

天
保
8年
2月

清
水
殿
御
蔵
板

絵
図

1
「
健
治
所
蔵
物
」の
付
箋

55
覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
4年
）巳
6月
晦
日

巳
年
番
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
年
寄
大
和
屋
兵
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
56

覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
4年
）巳
5月
晦
日

巳
年
番
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
年
寄
大
和
屋
兵
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

57
乍
憚
口
上（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
4年
）巳
3月
晦
日

巳
年
番
道
頓
堀
吉
左
衛
門
町
年
寄
大
和
屋
兵
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

前
欠
か

58
（
公
儀
年
貢
請
取
代
官
に
渡
す
に
付
一
札
）

寛
文
7年
12月

27日
安
井
九
兵
衛

岩
田
屋
冶
兵
衛
ほ
か

状
1

九
兵
衛
裏
書
あ
り

59
道
頓
堀
湊
町
絵
図

延
宝
7年
12月

7日
年
寄
米
屋
弥
三
兵
衛（
印
）ほ
か
3人

状
1

水
帳
添
付
の
も
の
、平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
連
署

60
道
頓
堀
川
大
絵
図

明
暦
元
年
5月
28日

平
野
徳
寿
・
安
井
道
卜
印
判

絵
図

1
袋（「
道
頓
堀
古
大
絵
図
／
大
坂
府
南
区
役
所
」）と
あ
り

61
（
道
頓
堀
川
沿
い
町
屋
敷
図
面
）

絵
図

1
湊
町（
木
津
組
・
樋
屋
敷
）

62
（
道
頓
堀
川
沿
い
町
屋
敷
図
面
）

絵
図

1
50の

下
書
？

63-1
（
南
菊
屋
町
絵
図
）

絵
図

1
菊
屋
町
・
新
戎
町
・
平
野
徳
寿
町

63-2
道
頓
堀
新
戎
町
絵
図

絵
図

1
63-3

（
平
野
徳
寿
町
絵
図
）

絵
図

1
64

（
道
頓
堀
川
沿
い
町
屋
敷
図
面
）

絵
図

1
65

（
道
頓
堀
川
沿
い
町
屋
敷
図
面
）

絵
図

1
大
宝
寺
裏
屋
敷

66
（
道
頓
堀
川
沿
い
町
屋
敷
図
面
）

寛
文
11年

10月
15日

南
問
屋
町
年
寄
薄
屋
喜
兵
衛
ほ
か
2人

絵
図

1
大
法
寺
裏
屋
敷
・
問
屋
町
の
水
帳
絵
図

67
（
道
頓
堀
川
沿
い
町
屋
敷
図
面
）

辰
10月

21日
安
井
九
兵
衛
・
平
野
次
郎
兵
衛

絵
図

1
50の

下
書
？

68
（
東
堤
き
わ
絵
図
）

絵
図

1
69

（
西
方
絵
図
）

絵
図

1
70

書
状（
見
舞
の
礼
）

11月
2日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

71
書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
18日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

72
書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
17日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

73
書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
16日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

74
書
状（
火
事
見
舞
の
礼
）

3月
8日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

75
書
状（
嫁
取
り
祝
儀
の
礼
）

7月
28日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

76
書
状（
見
舞
の
礼
）

12月
13日

本
安
房
政
長（
花
押
）

安
井
九
兵
衛

状
1

77
書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
17日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

78
書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
18日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

79
書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
15日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

80
書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
25日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

81
覚（
道
頓
堀
墓
所
図
面
）

貞
享
2年
11月

21日
安
井
九
兵
衛
印
・
下
難
波
村
庄
屋
半
三
郎
印

奉
行

絵
図

1
包
紙
あ
り

82
従
御
公
儀
様
被
下
候
上
荷
船
六
拾
五
艘
茶
船
四
拾
五
艘
合
百
拾

艘
五
人
中
間
ニ
而
作
り
申
候
入
用
並
三
郷
中
間
之
上
荷
六
艘
茶
船

弐
艘
入
用
以
割
出
候
銀
並
払
之
寄
帳

延
宝
2年
5月
・
6月

安
井
九
兵
衛（
印
）ほ
か
4人

竪
1

83
道
頓
堀
堀
江
曽
根
崎
安
治
川
芝
居
主
名
代
太
夫
本
座
本
芝
居
屋
敷

持
主
名
寄
帳

延
享
3年
8月

竪
1
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84
大
坂
天
満
町
中
先
年
御
年
貢
地
二
而
御
座
候
所
地
子
銀
御
赦
免
無

年
貢
地
二
被
仰
付
候
様
子
書
付
差
上
ケ
候
覚

貞
享
4年
3月
24日

南
組
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛

奉
行

状
1

85
奉
願
上（
鎮
護
の
札
受
け
た
き
に
付
）

安
永
6年
10月

岡
本
中
務

本
所
役
人
中

状
1

願
主
安
井
九
兵
衛

86
（
神
々
名
号
書
き
上
げ
）

状
1

87
鎮
座
霊
符
秘
拝

状
1

88
口
上
之
覚（
先
祖
が
感
状
・
褒
美
等
受
け
取
っ
た
者
は
申
し
出
よ
と

の
触
れ
）

子
2月
3日

肥
前
・
主
馬

三
郷
惣
年
寄
中

状
1

89
大
坂
御
普
請
之
刻
加
賀
中
納
言
様
よ
り
被
下
候
御
状
之
写

状
1

90
芝
居
主
并
名
代
之
覚

元
文
5年
3月

安
井
九
兵
衛

竪
1

袋（「
安
永
二
年
十
一
月
」）あ
り

91
芝
居
無
銭
二
而
見
物
差
入
申
間
敷
旨
被
 仰
渡
在
之
候
二
付
当
家
由

緒
之
訳
取
失
ひ
候
之
様
致
な
し
候
儀
在
之
候
故
芝
居
主
よ
り
一
札

取
置
候
一
件
之
留

安
永
2年
11月

芝
居
主
大
和
屋
嘉
右
衛
門
印
ほ
か
8人

竪
1

90と
同
封

  -①
（
書
状
）

2月
14日

亀
谷
粂
之
丞

川
中
要
輔

状
1

91に
挟
み
込
み

92
諸
芝
居
止
り
申
覚

延
宝
8年
6月

状
1

90と
同
封

93
覚（
京
都
狂
言
尽
太
夫
本
停
止
の
経
緯
に
つ
き
）

辰
閏
5月
21日

狂
言
尽
大
坂
住
宅
役
者
共

状
1

90と
同
封

94
（
歌
舞
伎
に
か
か
わ
る
争
論
に
付
き
）

（
延
宝
2年
10月

）
状

1
90と

同
封

95
乍
憚
口
上（
芝
居
桟
敷
入
用
の
使
に
過
言
す
る
に
付
き
詫
び
状
）

安
永
9年
3月

座
本
芳
沢
い
ろ
は（
印
）、芝
居
主
大
和
屋
嘉
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

90と
同
封

96
一
札（
安
井
氏
の
芝
居
桟
敷
に
か
か
わ
る
由
緒
に
付
き
）

安
永
2年
12月

芝
居
主
大
和
屋
嘉
右
衛
門（
印
）ほ
か
8人

安
井
九
兵
衛

状
1

90と
同
封

97
一
札（
安
井
氏
の
芝
居
桟
敷
に
か
か
わ
る
由
緒
に
付
き
）

安
永
9年
4月

芝
居
主
大
和
屋
嘉
右
衛
門（
印
）ほ
か
6人

安
井
九
兵
衛

状
1

90と
同
封

98
一
札（
安
井
氏
の
芝
居
桟
敷
に
か
か
わ
る
由
緒
に
付
き
）

天
保
13年

6月
芝
居
矢
倉
主
枡
屋
五
兵
衛（
印
）ほ
か
4人

安
井
廉
一
郎

状
1

90と
同
封
、包
紙
あ
り

99
覚（
歌
舞
伎
・
あ
や
つ
り
芝
居
等
変
遷
に
付
き
）

状
1

90と
同
封
、付
箋
あ
り

100
預
リ
申
銀
子
之
事

宝
暦
11年

4月
亀
屋
肥
後
・
津
国
屋
勘
兵
衛

福
嶋
屋
長
兵
衛

状
1

90と
同
封
、付
箋
あ
り

101
預
申
銀
子
之
事

宝
暦
11年

9月
竹
田
近
江（
印
）ほ
か
2人

福
嶋
屋
長
兵
衛

状
1

90と
同
封
、付
箋
あ
り

102
預
り
申
銀
子
之
事

宝
暦
11年

5月
竹
田
近
江（
印
）ほ
か
2人

天
満
屋
ひ
さ

状
1

90と
同
封
、付
箋
あ
り

103
預
り
申
銀
子
之
事

宝
暦
11年

2月
竹
田
近
江（
印
）ほ
か
2人

福
嶋
屋
長
兵
衛

状
1

90と
同
封
、包
紙
あ
り

104
乍
恐
口
上（
道
頓
堀
筑
後
芝
居
こ
れ
ま
で
在
り
来
る
狂
言
書
上
）

慶
応
3年
4月
28日

座
本
実
川
荒
丸（
印
）

安
井

状
1

90と
同
封

105
自
費
開
墾
証
書
写
従
壱
号
至
五
号

（
近
代
）

竪
1

罫
紙

106
道
頓
堀
ノ
北
裏
町
九
兵
衛
・
次
郎
兵
衛
町
屋
敷
御
検
地
帳

元
和
7年
9月
22日

井
上
藤
左
衛
門
ほ
か
3人

竪
1

袋
あ
り

107
道
頓
堀
南
輪
屋
敷
水
帳（
樋
屋
敷
）

慶
安
4年
12月

13日
安
井
道
卜

大
須
賀
伝
左
衛
門
他
3人

竪
1

106と
同
封

108
道
頓
堀
久
左
衛
門
丁
水
帳
之
写

寛
文
2年
5月
21日

年
寄
油
屋
九
郎
右
衛
門（
印
）

大
須
賀
伝
左
衛
門
他
3人

竪
1

106と
同
封
、平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
奥
印

109
道
頓
堀
北
輪
新
戎
町
水
帳

慶
安
4年
12月

13日
安
井
道
卜

大
須
賀
伝
左
衛
門
他
3人

竪
1

106と
同
封

110
道
頓
堀
北
輪
新
屋
敷
水
帳（
平
野
徳
寿
町
）

慶
安
4年
12月

13日
平
野
徳
寿
判

大
須
賀
伝
左
衛
門
他
3人

竪
1

106と
同
封

111
（
道
頓
堀
久
左
衛
門
町
水
帳
絵
図
）

寛
文
2年
5月
21日

年
寄
油
屋
九
郎
右
衛
門（
印
）

状
1

106と
同
封
、平
野
次
郎
兵
衛
・
安
井
九
兵
衛
奥
印

112
（
御
所
指
図
）

絵
図

1
113

書
状（
火
事
見
舞
の
礼
）

3月
8日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
道
卜
、安
井
九
兵
衛

状
1

114
（
六
角
堂
参
詣
等
に
付
き
書
状
）

1
115

書
状（
年
賀
の
礼
）

正
月
13日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

116
指
上
ケ
申
一
札
之
事（
道
頓
堀
川
町
屋
敷
お
蔵
入
り
の
た
め
家
建
て

る
二
付
き
）

寛
永
17年

11月
21日

道
頓
堀
年
寄
惣
左
衛
門（
印
）、屋
敷
主
彦
兵
衛（
印
）

工
藤
次
郎
右
衛
門
他
1名

状
1

117
指
上
ケ
申
一
札
之
事（
道
頓
堀
川
町
屋
敷
お
蔵
入
り
の
た
め
家
建
て

る
二
付
き
）

寛
永
17年

11月
24日

家
主
善
右
衛
門（
印
）

工
藤
次
郎
右
衛
門
他
1名

状
1

118
指
上
ケ
申
一
札
之
事（
道
頓
堀
川
町
屋
敷
お
蔵
入
り
の
た
め
家
建
て

る
二
付
き
）

寛
永
17年

11月
21日

家
主
七
兵
衛（
花
押
）

工
藤
次
郎
右
衛
門
他
1名

状
1

119
指
上
ケ
申
一
札
之
事（
道
頓
堀
川
町
屋
敷
お
蔵
入
り
の
た
め
家
建
て

る
二
付
き
）

寛
永
17年

11月
21日

家
主
長
吉（
印
）

工
藤
次
郎
右
衛
門
他
1名

状
1

120
指
上
ケ
申
一
札
之
事（
道
頓
堀
川
町
屋
敷
お
蔵
入
り
の
た
め
家
建
て

る
二
付
き
）

寛
永
17年

11月
24日

道
頓
堀
川
南
輪
年
寄
宗
左
衛
門（
印
）ほ
か
1人

工
藤
次
郎
右
衛
門
他
1名

状
1
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121
指
上
ケ
申
一
札
之
事（
道
頓
堀
川
町
屋
敷
お
蔵
入
り
の
た
め
家
建
て

る
二
付
き
）

寛
永
17年

11月
21日

家
主
久
兵
衛（
印
）

工
藤
次
郎
右
衛
門
他
1名

状
1

122
覚（
竹
屋
町
分
半
町
水
道
入
用
割
に
付
き
）

万
治
3年
9月
4日

状
1

印
あ
り

123
書
状（
改
年
の
慶
賀
等
に
付
）

8月
27日

水
野
越
前
守
忠
邦（
花
押
）ほ
か
3人

萩
原
二
位

状
1

124
摂
津
国
難
波
図

絵
図

1
125

摂
津
国
難
波
津
図

文
政
9年
写

廣
澤
芦
舟

絵
図

1
宝
暦
4年「

摂
陽
沢
田
員
矩
図
」

126
書
出
し（
銀
子
皆
済
に
付
）

12月
14日

な
ん
は
孫
兵
衛

安
井
九
兵
衛

状
1

127
一
札
之
事（
銀
子
受
取
に
付
）

寛
文
5年
3月
3日

道
頓
堀
丁
代
五
郎
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

128
（
漢
詩
カ
）

状
1

129
書
状

6月
29日

信
平

冥
英
先
生

状
1

130
覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

天
保
6年
5月
晦
日

未
年
番
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

袋「
毎
月
川
八
町
絵
図
水
帳
張
紙
届
書
入
」あ
り

131
覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

天
保
6年
7月
晦
日

未
年
番
九
郎
右
衛
門
町
年
寄
淡
路
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
130と

同
封

132
書
状
写

閏
正
月
4日

足
利
義
昭

遊
佐
河
内
守

巻
子

1

133
覚（
水
帳
絵
図
張
替
し
た
き
に
付
き
）

天
保
4年
10月

朔
日

道
頓
堀
湊
町
年
寄
津
国
屋
九
兵
衛（
印
）

年
番
吉
左
衛
門
町
年
寄
大

和
屋
兵
右
衛
門

状
1

134
三
太
蔵
よ
り
東
南
之
分
田
地
覚

竪
1

135
覚（
水
帳
張
替
一
切
な
き
に
付
き
）

辰
閏
11月

晦
日

辰
年
番
道
頓
堀
湊
町
年
寄
津
国
屋
九
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

136
み
や
び
の
ち
か
ら
く
ら
べ
第
19号

明
治
25年

7月
20日

東
京
萬
文
堂

冊
子

1
和
歌
・
俳
句
の
本

137
み
や
び
の
ち
か
ら
く
ら
べ
第
14号

明
治
25年

2月
19日

東
京
萬
文
堂

冊
子

1
和
歌
・
俳
句
の
本

138
永
代
売
渡
申
家
屋
敷
之
事

寛
文
5年
7月
19日

家
屋
敷
安
井
九
兵
衛
ほ
か
2人

銅
吹
屋
仁
兵
衛

状
1

樋
屋
敷
町

139
（
七
段
昇
進
披
露
囲
棋
会
開
催
案
内
）

明
治
33年

10月
会
主
十
世
安
井
算
英
ほ
か
1人

状
1

活
版
刷

140
（
漢
詩
）

慶
応
元
年

洛
水
木

状
1

141
芝
居
顔
見
世
之
之
義
夜
之
内
ニ
初
申
度
旨
願
候
而
被
仰
付
候
一

件
留

享
保
9年
10月

道
頓
堀
立
慶
町
座
本
嵐
三
右
衛
門
病
気
に
付
代
判
手
代
善
七
印
ほ

か
18人

三
郷
惣
年
寄
中

竪
1

142
え
ひ
す
嶋
町
屋
敷
遣
候
事

元
和
4年
9月
28日

平
野
彦
兵
衛
ほ
か
3人

え
び
す
嶋
道
益
他
1人

状
1

143
（
五
段
昇
進
披
露
囲
棋
会
開
催
案
内
）

明
治
30年

5月
会
主
田
村
保
寿

状
1

活
版
刷

144
乍
恐
以
書
付
申
上
候（
拝
領
の
土
地
に
家
建
て
た
き
に
付
）

寛
文
6年
10月

21日
安
井
九
兵
衛（
印
）・
平
野
次
郎
兵
衛（
印
）

御
奉
行

状
1

145
（
六
段
昇
進
披
露
囲
棋
会
開
催
案
内
）

明
治
34年

6月
会
主
高
橋
杵
三
郎

状
1

活
版
刷
、中
之
島
森
吉
楼

146
大
坂
濫
觴
書
一
件

元
禄
12年

1月
19日

竪
1
「
安
井
健
治
」の
付
箋
貼
付

147
（
大
坂
三
郷
絵
図
）

（
近
世
、18世

紀
初
期
カ
）

絵
図

1
彩
色

148
道
頓
堀
東
横
堀
大
和
橋
よ
り
新
難
波
東
町
迄
川
浚
入
用
請
払
帳

元
禄
11年

11月
晦
日

道
頓
堀
大
和
町
年
寄
樽
井
屋
作
兵
衛（
印
）ほ
か
21人

竪
1

袋
あ
り

149
書
状

正
月
13日

（
前
田
）綱
利（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

150
（
漢
詩
か
）

清
渕
逸
史（
印
）

状
1

151
仮
目
録

（
近
代
）

状
1

鉛
筆
書
き
、古
文
書
の
整
理
目
録

152
御
大
名
衆
蔵
屋
敷
濱
地
住
宅
之
儀
名
代
之
者
よ
り
申
出
候
書
付

延
享
元
年
6月

安
井
九
兵
衛
ほ
か
2人

状
1

153
〔
書
〕「
模
海
気
概
」

松
浦
君
正（
印
）

状
1

154
日
記
手
控

明
治
19年

5月
16日

施
仙

竪
1

155
明
治
三
十
五
年
暦
之
友

明
治
34年

12月
23日

冊
子

1
156

〔
書
状
〕賀
新
年

1月
15日

村
瀬
秀
甫

安
井
先
生

状
1

157
通
知（
組
合
総
会
開
催
に
付
）

明
治
35年

4月
27日

組
長
田
村
喜
三
郎

状
1

活
版
刷

158
二
尊
院
記

状
1

活
版
刷

159
覚（
ぬ
し
屋
町
他
5ヶ
町
奉
行
所
へ
水
帳
持
参
に
付
）

9月
12日

状
1

160
永
代
売
渡
申
家
屋
敷
之
事

貞
享
元
年
5月
15日

家
売
主
家
屋
平
兵
衛（
印
）ほ
か
5人

安
井
九
兵
衛

状
1

161
永
代
売
渡
申
家
屋
敷
之
事

貞
享
4年
5月
10日

家
売
主
松
や
き
ち（
印
）ほ
か
4人

安
井
九
兵
衛

状
1

162
〔
書
状
断
簡
〕

状
1

163
請
合
申
田
地
之
事

延
宝
2年
10月

3日
か
わ
ら
や
吉
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛
御
内
平
兵
衛

状
1

164
一
札（
借
地
年
貢
支
払
い
取
決
め
に
付
）

延
宝
2年
10月

3日
か
わ
ら
や
吉
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛
御
内
平
兵
衛

状
1

164と
一
括
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165
（
宅
地
図
面
）

延
宝
2年
9月
24日

状
1

164と
一
括

166
請
取
申
年
貢
銀
之
事

延
宝
2年
10月

15日
安
井
九
兵
衛
手
代
甚
右
衛
門

か
わ
ち
や
吉
兵
衛

状
1

164と
一
括

167
請
取
申
蔵
屋
敷
年
貢
銀
之
事

延
宝
2年
10月

15日
安
井
九
兵
衛
手
代
甚
右
衛
門

か
わ
ち
や
吉
兵
衛

状
1

164と
一
括

168
覚（
久
宝
寺
村
下
百
姓
と
の
争
論
に
関
す
る
朱
印
状
に
付
）

巳
6月
13日

安
井
九
兵
衛
印

上
原
久
右
衛
門
他
1人

状
1

袋
169

指
上
申
手
形
之
事（
浪
人
取
り
締
ま
り
に
付
）

慶
安
5年
8月
28日

道
頓
堀
大
和
町
安
井
九
兵
衛（
印
）ほ
か
16人

南
組
年
寄
六
人
衆
中

状
1

169と
一
括

170
石
垣
注
文
之
覚

（
寛
文
6年
）午
9月
3日

竹
屋
町
ほ
か
2ヶ
町

大
和
町
分

状
1

169と
一
括

171
覚（
御
堂
筋
宅
地
書
き
上
げ
）

（
近
世
）

状
1

169と
一
括

172
（
西
道
頓
堀
南
側
宅
地
図
面
）

寛
文
7年
閏
2月
5日

状
1

169と
一
括

173
（
慶
長
十
七
年
久
宝
寺
村
検
地
帳
写
の
断
簡
カ
）

林
又
右
衛
門
書
判
ほ
か
2人

状
1

169と
一
括

174
一
札
之
事（
田
地
借
用
ニ
付
）

貞
享
3年
10月

朔
日

渡
辺
村
岸
部
屋
三
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛
手
代
長
兵
衛

状
1

169と
一
括
、包
紙
あ
り

175
一
札
之
事（
田
地
借
用
ニ
付
）

貞
享
3年
10月

朔
日

渡
部
村
河
内
屋
吉
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛
手
代
長
兵
衛

状
1

169と
一
括
の
中
で
174と

一
括

176
覚（
水
道
普
請
入
用
割
り
に
付
）

貞
享
3年
8月

九
之
助
町
一
丁
目
ほ
か
2ヶ
町

町
々
衆
中

状
1

169と
一
括
の
中
で
174と

一
括
、付
箋
あ
り

177
寄
合
申
相
談
之
覚（
問
屋
町
伏
樋
の
措
置
に
付
）

寛
文
6年
8月
11日

竹
屋
町
年
寄
九
郎
右
衛
門
ほ
か
22人

状
1

169と
一
括
の
中
で
174と

一
括
、付
箋
あ
り

178
（
南
問
屋
町
表
間
口
・
裏
行
き
一
軒
ご
と
書
上
）

寛
文
11年

10月
15日

南
問
屋
町
年
寄
は
く
や
喜
兵
衛
ほ
か
2人

安
井
八
郎
右
衛
門
ほ
か
3

名
状

1
169と

一
括
の
中
で
174と

一
括
、付
箋
あ
り

179
一
札
之
事（
茶
屋
取
り
締
ま
り
に
付
）

寛
文
4年
6月
23日

道
頓
堀
年
寄
山
口
屋
惣
右
衛
門
ほ
か
9人

南
組
惣
年
寄
衆
中

状
1

169と
一
括
の
中
で
174と

一
括

180
寛
文
四
年
辰
六
月
二
十
二
日
我
御
両
殿
様
へ
罷
出
候
刻
御
□
之
覚

（
茶
屋
取
り
締
ま
り
に
付
）

寛
文
4年
6月
22日

状
1

169と
一
括
の
中
で
174と

一
括

181
覚（
賭
け
事
禁
止
の
触
承
知
に
つ
き
）

承
応
2年
1月
8日

ぜ
に
屋
庄
兵
衛（
印
）ほ
か
72人

安
井
道
卜
、安
井
九
兵
衛

状
1

182
覚（
水
帳
張
替
し
た
き
に
付
き
）

（
天
保
7）申

9月
2日

丹
波
屋
幾
兵
衛

安
井
九
兵
衛

状
貼
継

1
181と

一
括

183
差
上
ケ
申
手
形（
関
所
手
形
ニ
付
き
）

寛
文
3年
11月

4日
大
坂
町
奉
行
所
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛

奉
行

状
1

181と
一
括
、裏
面
に
彦
坂
壱
岐
守
の
裏
書（
三
宅
半
七
郎

他
1人
あ
て
）

184
一
札
之
事（
道
頓
堀
木
津
与
町
年
寄
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
に
付
き
）

寛
文
3年
9月
14日

木
津
与
町
年
寄
栄
屋
弥
兵
衛
印

状
1

181と
一
括

185
私
親
安
井
九
兵
衛
道
頓
堀
取
立
尓
今
組
合
之
分
支
配
仕
来
候
由
緒

書
付
之
覚

寛
文
10年

11月
15日

南
町
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛

状
1

186
私
親
安
井
九
兵
衛
道
頓
堀
取
立
尓
今
組
合
之
分
支
配
仕
来
候
由
緒

書
付
之
覚

寛
文
10年

11月
15日

南
町
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛

状
1

185と
一
括
、後
半
に
信
長
・
秀
吉
等
の
書
付
写
し
、寛
文

10年
古
屋
新
十
郎
等
へ
上
げ
る
旨

187
私
親
安
井
九
兵
衛
道
頓
堀
取
立
尓
今
組
合
之
分
支
配
仕
来
候
由
緒

書
付
之
覚

寛
文
10年

11月
15日

南
町
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛

状
1

185と
一
括

188
我
等
所
持
仕
候
家
屋
敷
田
地
覚

寛
文
7年
10月

13日
大
坂
町
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛（
印
）

奥
村
因
幡
様
御
内
御
小
姓

中
衆

状
1

189
私
親
安
井
九
兵
衛
道
頓
堀
取
立
尓
今
組
合
之
分
支
配
仕
来
候
由
緒

書
付
之
覚

貞
享
3年
7月
11日

南
町
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛
印

奉
行

状
1

188と
一
括
、袋「
川
村
随
賢
安
治
川
堂
島
川
之
堀
支
配

止
テ
後
中
嶋
堂
島
築
地
建
屋
場
見
積
書
類
四
通
」あ
り

190
覚（
大
阪
町
の
内
、明
屋
敷
所
持
の
由
緒
に
付
き
）

元
禄
11年

11月
安
井
九
兵
衛
印
、平
野
次
郎
兵
衛
印

状
1

188と
一
括

191
（
九
兵
衛
に
貸
し
渡
し
た
金
子
返
済
依
頼
に
付
き
書
状
）

2月
9日

天
王
寺
屋
四
郎
兵
衛

住
吉
屋
藤
左
衛
門

状
1

188と
一
括

192
（
九
兵
衛
に
貸
し
渡
し
た
金
子
返
済
依
頼
に
付
き
一
札
）

正
保
3年
7月
12日

日
本
は
し
角
右
衛
門（
印
）

て
ん
の
う
し
や
四
郎
兵
衛

状
1

188と
一
括

193
（
陽
広
院
二
十
五
年
忌
に
つ
き
書
状
）

2月
26日

山
口
弥
五
兵
衛

安
井
九
兵
衛

状
1

188と
一
括

194
請
取
申
銀
子
之
覚

正
保
3年
12月

27日
天
王
寺
屋
四
郎
兵
衛

角
右
衛
門

状
1

188と
一
括

195
請
取
申
銀
子
之
事

延
宝
8年
9月
22日

今
宮
屋
吉
右
衛
門

安
井
九
兵
衛

状
1

188と
一
括

196
請
取
申
金
子
之
事

延
宝
9年
6月
9日

て
ん
王
寺
屋
九
郎
兵
衛（
印
）ほ
か
1人

い
つ
み
屋
三
郎
兵
衛
他
1

人
状

1
188と

一
括
、包
紙
あ
り

197
（
又
兵
衛
持
参
書
状
拝
見
に
付
き
書
状
）

12月
27日

状
1

188と
一
括

198
請
取
申
金
子
之
事

延
宝
9年
6月
11日

和
泉
屋
三
郎
兵
衛（
印
）・
樽
井
屋
作
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

188と
一
括

199
覚（
十
三
屋
喜
左
衛
門
出
い
方
）

巳
3月
12日

状
1

200
か
り
申
す
銀
子
之
事

卯
11月

12日
安
井
九
兵
衛（
印
）

天
王
寺
屋
了
作
老

状
1

201
請
合
申
田
地
之
事

寛
文
4年
3月
9日

下
難
波
与
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛

状
1

202
請
合
申
田
畠
之
事

延
宝
6年
10月

10日
作
人
下
難
波
村
弥
右
衛
門
ほ
か
1人

安
井
九
兵
衛

状
1

包
紙
有
｢道
頓
堀
南
側
田
地
之
手
形
」
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203
請
合
申
田
畠
之
事

延
宝
6年
10月

10日
作
人
道
頓
堀
徳
寿
町
米
屋
次
郎
兵
衛

安
井
九
兵
衛

状
1

202と
一
括

204
道
頓
堀
南
側
丑
寅
両
年
よ
り
禁
中
様
御
用
木
場
ニ
相
渡
り
候
を
当

辰
十
一
月
地
主
方
へ
御
戻
し
被
成
候
覚

延
宝
4年
12月

20日
平
野
次
郎
兵
衛
印
判
・
安
井
九
兵
衛
印
判

代
官

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

205
乍
恐
以
書
付
申
上
候（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
貸
し
た
き
に
付

き
）

延
宝
2年
6月
21日

安
井
九
兵
衛
印

奉
行

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

206
乍
憚
書
付
を
以
申
上
候（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
貸
し
た
き
に

付
き
）

延
宝
5年
5月
14日

安
井
九
兵
衛
印

奉
行

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

207
乍
恐
以
書
付
申
上
候（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
貸
し
た
き
に
付

き
）

寛
文
11年

10月
3日

安
井
九
兵
衛

奉
行

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

208
覚（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
の
由
緒
に
付
き
）

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

209
覚（
塩
硝
場
召
し
上
げ
ら
れ
る
二
付
き
）

寛
文
6年
8月
21日

安
井
九
兵
衛

奉
行

状
1

202と
一
括

210
乍
憚
書
付
を
以
申
上
候（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
貸
し
た
き
に

付
き
）

寛
文
10年

9月
15日

安
井
九
兵
衛

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

211
覚（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
貸
し
た
き
に
付
き
）

寛
文
7年
8月
17日

安
井
九
兵
衛

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

212
（
明
屋
敷
江
戸
に
て
望
む
者
あ
る
た
め
訴
訟
も
や
む
な
き
に
付
き
書

状
）

4月
20日

平
野
次
郎
兵
衛
花
押

安
井
九
兵
衛

状
1

202と
一
括

213
乍
恐
以
書
付
申
上
候（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
に
借
家
建
て
た

き
に
付
き
）

寛
文
6年
10月

21日
平
野
次
郎
兵
衛
、安
井
九
兵
衛

奉
行

状
1

202と
一
括

214
請
合
申
田
畠
之
事

延
宝
6年
10月

10日
作
人
道
頓
堀
木
津
佐
町
利
右
衛
門（
印
）ほ
か
1人

安
井
九
兵
衛

状
1

202と
一
括

215
請
合
申
田
地
之
事

延
宝
6年
10月

10日
作
人
渡
辺
村
又
左
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛
御
内
長
兵
衛

状
1

202と
一
括

216
請
合
申
年
貢
銀
之
事

延
宝
6年
10月

10日
岸
部
屋
三
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛
御
内
長
兵
衛

状
1

202と
一
括

217
乍
憚
書
付
を
以
申
上
候（
道
頓
堀
南
側
所
持
の
明
屋
敷
貸
し
た
き
に

付
き
）

寛
文
11年

6月
4日

安
井
九
兵
衛

奉
行

状
1

202と
一
括
、付
箋
あ
り

218
大
坂
天
満
町
中
先
年
御
年
貢
地
ニ
而
御
座
候
処
地
子
銀
御
赦
免
無

年
貢
地
ニ
被
仰
付
候
様
子
書
付
差
上
候
覚

貞
享
4年
3月
24日

南
町
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛
印

奉
行

状
1

包
紙
有
｢四
通
/大
坂
府
南
区
役
所
｣

219
此
度
所
々
川
端
町
屋
敷
ニ
可
被
仰
付
所
私
ニ
様
子
見
分
仕
候
様
ニ

て
御
意
ニ
付
ひ
そ
か
に
罷
越
様
子
見
届
候
積
之
覚

貞
享
4年
3月
24日

南
町
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛

奉
行

状
1

218と
一
括

220
覚（
天
満
町
中
無
年
貢
地
に
す
べ
き
理
由
に
付
き
）

貞
享
4年
3月
25日

安
井
九
兵
衛

三
宅
三
郎
右
衛
門

状
1

218と
一
括

221
覚（
三
宅
三
郎
右
衛
門
の
内
意
な
ど
に
付
き
）

（
貞
享
4年
3月
）

状
1

218と
一
括

222
私
親
安
井
九
兵
衛
道
頓
堀
取
立
申
候
様
子
幷
川
中
之
屋
敷
先
年
従

御
公
儀
様
被
下
候
時
分
屋
敷
支
配
之
仕
様
御
尋
ニ
付
書
付
差
上
ケ

申
候
覚

貞
享
4年
3月
24日

南
組
惣
年
寄
安
井
九
兵
衛
印
判

奉
行

状
1

223
（
材
木
置
場
替
え
地
下
賜
の
い
き
さ
つ
に
付
き
）

（
元
禄
11年

9月
）

状
1

222と
一
括

224
願
文（
道
頓
堀
川
築
地
新
築
支
障
あ
る
二
付
き
）

安
永
7年
8月
23日

安
井
九
兵
衛
・
同
霊
限
院

状
1

222と
一
括

225
願
文（
道
頓
堀
川
築
地
新
築
支
障
あ
る
二
付
き
）

安
永
7年
9月

状
1

222と
一
括

226
（
道
頓
堀
川
築
地
新
築
取
り
や
め
に
付
き
お
礼
ニ
付
き
一
札
）

安
永
9年
3月
21日

安
井
九
兵
衛
・
同
霊
限
院

天
照
ニ
所
皇
太
神
他
5神

状
1

222と
一
括

227
願
書（
道
頓
堀
川
築
地
新
築
支
障
あ
る
二
付
き
）

安
永
7年
閏
7月
吉
日

安
井
霊
限
院
・
安
井
九
兵
衛

状
1

222と
一
括

228
（
道
頓
堀
川
築
地
新
築
支
障
あ
る
二
付
き
一
札
）

安
永
8年
4月
1日

安
井
霊
限
院
・
安
井
九
兵
衛

状
1

222と
一
括

229
（
道
頓
堀
川
築
地
新
築
取
り
や
め
の
礼
ニ
付
き
一
札
）

安
永
9年
1月
28日

安
井
九
兵
衛
・
同
霊
限
院

霊
府
尊
星
諸
勧
請
広
前

状
1

222と
一
括

230
午
年
町
明
地
御
年
貢
請
取
事

午
12月

23日
水
野
与
三
右
衛
門
ほ
か
1人

平
野
次
郎
兵
衛
、安
井
九

兵
衛

状
1

222と
一
括

231
一
札
之
事（
道
頓
堀
南
側
の
田
地
借
用
に
付
き
）

寛
文
12年

10月
15日

河
内
屋
吉
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛
御
内
六
兵
衛

他
1人

状
1

付
箋
あ
り

232
請
合
申
田
地
之
事

寛
文
12年

10月
15日

難
波
村
弥
右
衛
門（
印
）

安
井
九
兵
衛
御
内
六
兵
衛

他
1人

状
1

231と
一
括

233
請
合
申
田
地
之
事

寛
文
12年

10月
15日

河
内
屋
吉
兵
衛（
印
）

安
井
九
兵
衛
御
内
六
兵
衛

他
1人

状
1

231と
一
括

234
覚（
道
頓
堀
南
側
口
永
等
書
き
上
げ
）

状
1
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N
o.

表
題

年
代

差
出
人

宛
名

形
態

個
数

備
考

235
丑
年
御
年
貢
銀
納
事

寛
文
1年

新
井
助
左
衛
門（
印
）ほ
か
1人

平
野
次
郎
兵
衛
、安
井
九

兵
衛

状
1

234と
一
括

236
請
取
覚（
当
年
作
徳
に
付
き
）

丑
年
12月

29日
平
野
彦
左
衛
門

安
井
九
兵
衛
御
内
六
兵
衛

他
1人

状
1

234と
一
括

237
（
当
座
受
取
覚
に
付
き
一
札
）

12月
29日

平
野
彦
左
衛
門

状
1

234と
一
括

238
覚（
所
持
の
材
木
置
場
渡
す
に
付
き
）

（
延
宝
4年
）

状
1

239
覚（
道
頓
堀
南
側
の
間
数
等
に
付
き
）

寛
文
5年
3月
13日

安
井
九
兵
衛

嶋
村
孫
助

状
1

240
（
浪
速
古
図
の
袋
）

袋
1

241
難
波
上
古
図

絵
図

1
242

浪
華
図

絵
図

1
仁
徳
帝
ヨ
リ
安
閑
帝
マ
テ

＊（
印
）と
あ
る
の
は
、実
際
に
押
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。（

）の
な
い
も
の
は
、写
し
に「
印
」な
ど
と
し
る
さ
れ
て
い
る
も
の
。




